
1984年出上の木簡

静
岡
ｏ
郡
遺
跡

所
在
地
　
　
　
静
岡
県
藤
枝
市
立
花
二
丁
目

調
査
期
間
　
　
第
三
次
調
査
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
一
〇
月
ぞ

一
九
八
五

年

一
月
、
第
四
次
調
査
　
一
九
八
四
年

一
一
月
を

一
九
八

五
年

一
月

発
掘
機
関
　
　
藤
枝
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
八
木
勝
行

・
鈴
木
隆
夫

・
磯
部
武
男

・
池
田
将
男

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
官
衛
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
―
平
安
時
代

。
中
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

郡
遺
跡
は
、
旧
東
海
道
に
沿

っ
て
延
び
る
藤
枝
市
衡
地

（宿

場
）
か
ら
少
し
東
側
に
は
ず
れ

た
立
花
地
区
に
位
置
し
て
い
る
。

頼
戸
川
の
つ
く
る
低
湿
地
に

面
し
た
沖
積
微
高
地
の
縁
辺
部

に
広
が
る
弥
生
時
代
中
期
か
ら

中
世
に
及
が
大
規
模
な
複
合
遺

跡
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
名
称

2  176543

(静 岡)



の
示
す
と
お
り
、
遺
跡
の
分
布
地
付
近
に
は

「
郡
」

。
「
西
益
津
」
な
ど
の
地

名
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
古
く
よ
り
駿
河
国
益
頭
郡
行
の
所
在
地
と

し
て
有
力
祝
さ
れ
て
き
た
。
し
か
も
、
多
数
の
墨
書
土
器
の
出
上
に
よ
っ
て
遺

跡
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
史
跡
志
太
郡
衛
跡

（御
子
ケ
谷
遺
跡
）
と
は
頼
戸

川
を
換
ん
で
わ
ず
か
二

。
五
血
ほ
ど
の
隣
接
し
た
位
置
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

両
郡
の
在
り
方
を
と
ら
え
る
う
え
で
も
注
目
さ
れ
る
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
。

遺
跡
は
、
東
西
六
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
南
北
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
と
推
定

さ
れ
、
周
辺
部
ま
で
開
発
が
迫

っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
遺
構
の
広
が
り

と
性
格
を
把
握
す
る
目
的
で
一
九
八
一
年
以
来
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
て
い

る
。
す
で
に
第
二
次
調
査

（昭
５８
年
）
に
お
い
て

「益
厨
」
と
記
し
た
墨
書
土
器

を
発
見
す
る
な
ど
、
予
想
ど
お
り
益
頭
郡
衝
と
深
く
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
物
証
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
第
三
次

全
塁
花
Ｄ
地

区
）
調
査

。
第
四
次

全
ュ
花
Ｆ
地
区
）
調
査
に
お
い
て
も
、

「益
厨
」
と
記
し
た

墨
書
土
器
と
と
も
に
木
簡
が
出
土
し
、
さ
ら
に
郡
衡
跡
と
い
う
推
定
を
裏
付
け

る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一　
第
三
次
調
査

（立
花
Ｄ
地
区
）

遺
跡
の
ほ
ば
中
央
部
を
横
断
す
る
市
道
西
益
津

一
四
五
号
線
拡
幅
工
事
に
伴

っ
て
事
前
に
巾

一
ｍ
、
長
さ

一
三
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
を
行

っ
た
結
果
、

多
く
の
柱
根

・
礎
板
と
と
も
に
一
。
四
ｍ
×
一
・
六
ｍ
の
掘
形
を
も
っ
た
井
戸

（
Ｓ
Ｅ
Ｏ
一０

を
発
見
し
た
。
井
戸
は
杉
の
厚
板
に
よ
る
五
五
ｃｍ
四
方
の
井
戸
枠

を
丁
寧
に
組
み
、
三
を
四
段

金
百画
さ
八
Ｏ
Ｕ

に
積
み
上
げ
て
い
る
。

木
簡
は
、
こ
の
井
戸
の
覆
土
中
よ
り
鉄
斧
、
横
櫛
な
ど
と
と
も
に
一
点
出
土

し
て
い
る
。

井
戸
周
辺
部
に
は
掘
立
柱
建
物
群
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
が
、
調
査
範
囲
の

関
係
か
ら
規
模
や
配
置
状
況
ま
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
。

一
一　
第
四
次
調
査

（立
花
Ｆ
地
区
）

立
花
Ｄ
地
区
よ
り
北
側
へ
約

一
五
〇
ｍ
離
れ
た
地
点
で
小
規
模
な
農
地
改
良

工
事
が
行
わ
れ
、
耕
作
土
を
取
り
除
い
た
と
こ
ろ
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
た
め
緊

急
に
発
掘
調
査

（四
八
０
２じ

を
実
施
し
た
。

遺
跡
の
範
囲
と
し
て
は
北
端
部
に
近
い
位
置
と
予
想
さ
れ
た
が
、
表
上
下
四

〇
伽
ほ
ど
の
浅
い
部
分
で
弥
生
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
及
が
六
条
の
溝
状
遺
構

が
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
Ｌ
字
形
に
折
れ
ま
が

っ
て
延
び
る
二
条
の
溝

（
ｓ
Ｄ
一一六
二
一七
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
幅

一
ｍ
、
深
さ
五
〇
釦
ほ
ど
の
規
模
で
、
中
に
廃
材
の
板
や
杭

で
水
止
め
や
縁
部
の
補
強
を
施
し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
水
路
と
し
て
使
用
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

水
路
中
か
ら
は
投
棄
さ
れ
た
遺
物
が
多
量
に
出
土
し
、
墨
書
土
器

。
木
簡

。

木
札
を
合
め
て
、
土
器

。
木
製
品
（曲
物

・
皿
・
槽

・
ハ
シ
・
紡
織
具
・
鎌

・
刀
子
）

。
祭
祀
具

（斎
串

・
剣
形
・
刀
子
・
人
形
・
馬
形
）
。
土
馬

。
手
捏
土
器

。
土
錘

・

砥
石
な
ど
種
類
も
多
く
認
め
ら
れ
た
。

出
土
土
器
の
年
代
か
ら
み
て
、
濤
Ｓ
Ｄ
二
七
は
、
八
世
紀
前
半
代
に
ほ
と
ん

ど
埋
没
し
、
そ
の
後
、
八
世
紀
中
頃
に
、
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
Ｓ
Ｄ
二
六
が
掘
り
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な
お
さ
れ
、
八
世
紀
末
頃
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
筒
は
Ｓ
Ｄ
二
七
か
ら
二
点
、
Ｓ
Ｄ
二
六
か
ら

一
三
点
出
上
し
て
い
る
が
、

板
絵
馬
に
転
用
さ
れ
た
も
の
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
付
札
と
み
ら
れ
る
点
で

特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
二
六
か
ら
は
墨
書
土
器
が
二
六
点

（整
理

中
）
出
上
し
、
「益
厨
」
が
八
点
と
多
く
を
占
め
て
い
る
。
「益
大
」
。
「
少
領
」

な
ど
の
郡
司
の
官
職
名
に
関
わ
る
も
の
も
含
ん
で
お
り
、
志
太
郡
衝
出
上
の
墨

書
土
器
群
に
共
通
す
る
内
容
を
も
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
発
見
さ
れ
た
区
域

が
駿
河
国
益
頭
郡
衝
に
合
ま
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
中
で
も
水
路
に
よ
っ
て

区
画
さ
れ
た
範
囲
に
は
、
厨
家
や
貢
進
物
資
の
管
理
な
ど
の
機
能
を
果
し
た
施

設
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

第
三
次
調
査

盆
工
花
Ｄ
地
区
）

井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
六

〔Ｕ
　
市
螂
口ヵ許
」
硝
帥
」
噌
庁
穿
孔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（囀
じ
ｘ
卜ｏ
ｘ
中　
ｏ曽

中
央
部
を
穿
孔
し
た
板
の
左
側
に
寄
せ
て
記
載
さ
れ
、
文
字
の
大
き
さ
や
列

も
不
揃
い
で
文
意
も
解
し
に
く
い
。
習
書
な
い
し
は
呪
符
の
可
能
性
も
あ
る
。

第
四
次
調
査

（立
花
Ｆ
地
区
）

溝
Ｓ
Ｄ
一一七

Ｑ
戸
ヵ
〕

①
　
。
「＜
物

マ
里
五
□
宇
治

マ
角
末
呂
」

名
＜

回
□
五
斗
　
　
　
　
　
　
」

〔戸
主
ヵ
〕

②

　

「
＜
□
□
刑

ｘ

薄
Ｓ
Ｄ
一一六

０

　
。
□
六
日
□
牛
等
胴
薪
一″

十
二
日
丁

〔酸

と

□〔酬
配
□
回
□〔剛
足
日〔酔
配
団
師
□と

齢
靴
恥
師ヵ〕

益
日
国

〔子
ヵ
〕

下
　
矢
田
マ
ロ
毛
人

⑥
　
「＜
□
月
十
八日ぼ
卍昨
‐‐
‐‐ビ

⑦

　

□
国
人
」

14)

(壁墾 )
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⑭

　

「＜
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中ｏ認
］毎
∞
ｏ出

⑮

　

「＜
日
回
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ露
�露
∞
ｏ駕

ω
は
、
郡
里
制
下
に
お
け
る
米
の
貢
進
付
札
と
み
ら
れ
る
も
の
で
、
里
名
と

人
名
の
間
に

「
五
戸
」
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
五
戸

（保
）
を
代
表
し
て
貢
進

し
た
こ
と
を
表
わ
し
た
も
の
か
。
裏
面
の

「
五
斗
」

の
上
は
二
文
字
で

「
白

「＜
日
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
日
　
　
」

「＜
　
　
口
□
〔酎
〕

「戸
主
□
□
□
□
道

進
ロ
キー
□

・Ｈ

＝

・」

〔升
ヵ
〕

五
□
同
日
日
□
　
」

□
□
□
　
□

□
□□

□

□

□

□  □ □
回

］
ω
Ｏ
Ｘ
”
∞
Ｘ
枷　
　
〇
∞
∞

（
μ伽
枷
）
×
μ∞
Ｘ
∞
　
〇
い
μ

（中
〕
μ
）
×
ヽ
い
×
∞
　
〇
∞
μ

（μμμ）
Ｘ
（μ伽）
×
］　　Ｏ
μΦ

（牌〇
枷）
Ｘ
（μ∞
）
×
ヽ
　
〇∞
μ

（μ中Φ
）
×
（岸∞
）
×
卜
　
〇
∞μ

米
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
郡
衡
段
階
に
お
け
る
初
期
の
徴
税
形
態
を
示
す

も
の
と
し
て
興
味
ぶ
か
い
。
和
名
抄
に
益
頭
郡
物
部
郷
が
あ
る
。

③
は
月
日
を
中
心
に
記
録
さ
れ
た
木
筒
を
切
断
し
て
転
用
し
、
裏
面
に
材
を

横
方
向
に
し
て
裸
馬
を
描
い
た
板
絵
馬
。
形
態
や
粗
い
筆
運
び
で
描
く
点
は
、

伊
場
遺
跡
出
土
板
絵
馬
に
共
通
し
て
い
る
。

０
は
、
上
端
を
欠
く
が
、
ほ
ぼ
原
形
に
近
い
付
札
と
み
ら
れ
る
。

「
下
」
に

続
い
て
人
名
の
み
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
上
位
機
関
か
ら
の
物
資
等
の
伝

達
も
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
か
。
０

・
⑦

・
⑨
は
そ
れ
ぞ
れ
人
名
の
み
を

記
入
し
た
付
札
で
、
郡
衛
内
で
の
物
品
チ
ェ
ッ
ク
後
処
分
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

９ゝ
。他

に
墨
痕
の
認
め
ら
れ
な
い
付
札
状
を
な
し
た
小
型
木
札
が
六
点
出
上
し
て

い
る
。

９
　
関
係
文
献

藤
枝
市
教
育
委
員
会

『
郡
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
Ⅱ
Ｉ
昭
和
５８
年
度
立
花
地
区

の
調
査
―
』

（
一
九
八
四
年
）

（八
木
勝
行
）




